
  

 
 

  
 

配信日:2026 年 5 月 12 日 

2026 年秋、札幌にハイアットが初進出、「ハイアット セントリック 札幌」総支配人就任のお知らせ 

札幌市中心部、北海道庁旧本庁舎（赤れんが庁舎）を面前に臨む場所に、「ハイアット セントリック 札

幌」が 2026 年秋に開業します。札幌へのハイアット初進出となる本ホテルの総支配人に、瀧村 勇毅（た

きむら ゆうき）が就任いたしました。 

 

ハイアット セントリック 札幌は、街の賑わいの中心に位置し、地域の魅力を体験する拠点として、新たな発

見に満ちた滞在を提案するフルサービスのモダンなブティックホテルです。アーバンネット札幌リンクタワー内に

構え、全 216 室（うちスイート 9 室）の客室からは札幌市街を一望できる設計です。館内には地域の食

材を取り入れたレストラン＆バー、24 時間利用可能なフィットネス施設、多目的イベントスペースを備えま

す。札幌駅から徒歩約 10 分、地下歩道から直接アクセス可能な利便性の高いロケーションは、北海道庁

旧本庁舎や大通公園など、歴史と自然に恵まれたスポットにも囲まれています。 

 

瀧村は 2002 年パーク ハイアット 東京に勤務後、主に料飲部門においてキャリアを積んできました。2006

年にザ・ペニンシュラホテルズにアンバサダーとして入社して以来、バンコク、ニューヨーク、シカゴなどで経験を

重ね、東京、マニラ、香港では料飲部門副部⾧を歴任しました。2019 年からはパーク ハイアット ニセコ 

HANAZONO の開業に尽力し、2022 年に副総支配人に就任。直近では、2023 年よりハイアット ホテ

ルズ＆リゾーツの日本・ミクロネシア地区 オペレーション担当部⾧として、23 ホテルの運営および人材育成

に携わってきました。 

 

この度の就任にあたり瀧村は、「国内外から高い人気と注目を集める

札幌の地において、ハイアット セントリック 札幌の開業に携われることを、

大変光栄に思います。私たちのホテルは、街の賑わいの”中心（セント

リック）”に位置し、札幌、そして北海道の魅力を体験する拠点として、

新たな発見に満ちた滞在を提供することを目指しております。地域の

皆様とのつながりを大切にしながら、この地ならではの食や文化、クリエ

イティビティを通じて、札幌の今を感じていただける体験を創出してまい

ります。また、客室をはじめとする館内は、北海道とのつながりを感じて

いただけるデザインとし、札幌および北海道の魅力や歴史、文化を随

所で表現しています。エントランスから客室に至るまでの道のりそのもの

が発見の連続となるよう、多彩な演出を施し、お客様それぞれの感性

でこの地の魅力を見つけていただける滞在をお届けしたいと考えており

ます。ハイアット セントリック 札幌が、訪れるお客様にとって札幌をより

深く知る契機となり、地域の皆様にとっても新たな価値を生み出す存在となるよう、開業に向けて尽力して

まいります。」と述べています。 



  

 
 

  
 

 

▼ホテル概要 

 名称:  ハイアット セントリック 札幌 

 所在地: 北海道札幌市中央区北一条西 5 丁目 1 番 4 アーバンネット札幌リンクタワー 

 交通機関: 地下鉄大通駅徒歩 6 分、JR 札幌駅徒歩 10 分（両駅地下歩道直結） 

 建物構造: 鉄骨造/ 鉄骨鉄筋コンクリート、制震構造 

 建物規模: 地上 26 階、地下 2 階（ホテルエリア:1 階、17～26 階） 

 客室数: 216 室 

 館内施設: 料飲施設、多目的イベントスペース、フィットネス 

 設計:  株式会社久米設計 

 施工:  大成建設株式会社 

 内装デザイン: 株式会社 BOND DESIGN STUDIO 

 建物所有者: NTT 都市開発株式会社 

 ホテル経営会社:NTT 都市開発ホテルマネジメント株式会社 

 開業日: 2026 年秋（予定） 

 予約開始日: 2026 年夏（予定） 

 

 



  

 
 

  
 

株式会社 BOND DESIGN STUDIO（ボンドデザインスタジオ）について 

ハイアット セントリック 札幌は、北海道庁と大通公園を繋ぐエリアに位置するオフィス・商業・ホテル・インキュ

ベーション施設の複合施設アーバンネット札幌リンクタワー上層階に入居します。インテリアデザインには、株

式会社 BOND DESIGN STUDIO（ボンドデザインスタジオ）を起用。 

BOND DESIGN STUDIO は、庭田良一氏率いる日本を拠点に活動するインテリアデザインコンサルタン

ト会社。シャングリ・ラ・シンガポールやローズウッドホテル、ハイアットセントリック、アマンなど、国内外のラグジ

ュアリーホテルからレジデンスまで幅広いプロジェクトを手がけています。文化とデザイン、アートとクラフトマンシ

ップを融合し、その土地の伝統や文脈を尊重しながら現代性を取り入れ、洗練された空間を創出。芸術

性と魅力を備えた独自の世界観を追求し、国際的に評価される空間デザインを展開しています。 

 

ハイアット セントリックについて 

常に抜群のロケーションに位置するハイアット セントリックはフルサービスのモダンなブティックホテルブランドです。

さまざまな活動の中心にいたい旅慣れたお客様を、新しい発見に満ちた冒険の旅へ誘うために作られたホテ

ルです。それぞれのホテルがロビーにお客様同士の交流の場を提供する一方、館内のバーやレストランは、

地元で人気のホットスポットとして、愉快な会話、地元の味覚にインスパイアされたメニューやシグネチャーカ

クテルが味わえます。客室は機能的で過不足ないコンテンポラリーな設えです。熱い心でおもてなしするスタ

ッ フ が 、 地 元 の 食 や ナ イト ラ イ フな ど ホ ッ ト な 情 報 を 揃 え て お 客 様 を お 迎 え し ま す 。 詳 し く は

hyattcentric.com をご覧ください。Facebook、Instagram で、@HyattCentric をフォローしてくださ

い。また、旅の思い出にハッシュタグ「#HyattCentric」を付けた写真の投稿もお待ちしています。 


